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1  はじめに 

 現在，医療の現場では医薬品の取り違えとい

う医療ミスが問題になっている．その原因とし

て，医薬品パッケージのデザインの類似が考え

られる．予め類似した医薬品を探そうとしても，

膨大な医薬品から手作業で類似したものを探し

出すことは困難である．また，製薬会社が新た

な医薬品を作り出しても，そのデザインが既存

のものと類似してしまう可能性がある． 

そこで，医薬品のうち錠剤のシート状のもの

について，パッケージデザインにおける色や文

字などの様々な特徴を検出，定量化し，類似性

を可視化するシステムが提案された[1]．これに

より，どの錠剤がどの程度類似しているのかを

知る手がかりとなった．しかし，銀色の背景を

持つ錠剤の可視化や，主観と計算された類似度

との相違などで問題点があった． 

本稿では，特にパッケージの特徴である文字

パターンの類似性の検出，定量化手法を提案す

る．また，類似性の可視化手法についても従来

の改善や提案手法について述べる． 

 

2  文字パターンの類似性 

2.1  文字パターン 

 錠剤シートの重要な特徴の一つとして，文字

パターンが挙げられる．文字パターンは図 1 に

示すように，容量や名称などを一単位としてシ

ートの表側にタイル状に繰り返し印刷されてい

る．文字パターンは，文字やライン，ロゴなど

を組み合わせたデザインとして比較されている

と考え，類似度を測る． 

     
図 1．文字パターンの例[2] 

 

 
 

2.2  類似度の計算手法 

 文字パターンの類似度の計算手法は安本らに

より提案されている．手法の流れは図 2 の様に

なっており，周辺分布がよく重なる位置を探し，

重なった画素数の割合で類似度を計算するとい

うものである．この手法には，主観で感じる類

似度と計算された数値に差が生じるという問題

点があった．これは，例えば容量の数字のみが

異なるデザインであっても文字のレイアウトが

若干ずれることや，類似度が最大となる重なり

を探索できていないなどが考えられる． 

 そこで本研究では，テンプレートマッチング

を用いた探索を行った．その際，文字パターン

の二値化画像を平滑化することで，レイアウト

のずれに対応した．平滑化には単純平均フィル

タを用いた．また，類似度の計算には正規化相

互相関係数(ZNCC)を用いた． 

 以上により，安本らの手法で挙がった問題点

を改善することができた．しかし，このままで

は計算に膨大な時間を必要とするため，高速化

処理が必要である．そこで本研究では，(1)安本

らの手法と組み合わせ探索範囲を減らす手法，

(2)イメージピラミッド，(3)四分木構造の三つの

手法により計算時間の削減を試みた．用いた画

像は縦横 128 画素の BMP 形式で，461 枚の画像

を処理した時間の平均及び類似度を計算した．

また， 5×5～13×13 の単純平均フィルタを適用

した場合について調査した． 

図 3 には計算時間の平均値を，図 4 には最適

解(高速化処理なし)との類似度の差の平均値を示

す．高速化処理なしの場合では計算時間の平均

値は 1.93 秒となり，それぞれの手法で 9 割以上

の計算時間の削減ができた．特に手法(2)では大

幅に計算時間を削減できたが，他に比べ最適解

との類似度の差が大きい．これはイメージピラ

ミッドの探索時，低解像度画像の一番類似度が

高い場所の周辺のみを探索しているからであり，

二番目の候補などを残すことで解決できると考

えられる．また，手法(1),(3)では探索範囲を絞り

込む処理に輝度値によるしきい値処理等が含ま

れる．しきい値を適切に設定することで，更な

る計算時間の削減や最適な探索位置の発見が可

能になると考えられる． 
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3  類似性の可視化 

 従来の可視化システムでは，サムネイルの重

なりや銀色の背景を持つ錠剤の可視化などの問

題点があった．これらの問題点を改善し，幾つ

か改良を加えたものが図 5 になる． 

 ある 2 変数について散布図により可視化した

場合，他の変数との関連がわかりづらい．そこ

で，ScatterDice[3]のように散布図行列を実装する

ことで他変数との関係の把握やインタラクティ

ブな操作が可能になる． 

 サムネイルの重なりについては，アニメーシ

ョンによる表示で対応した．一番上に描画する

サムネイルを次々と高速に切り替えることで，

密集箇所に何の錠剤があるのかを把握すること

ができる．気になる錠剤を発見した場合，停止，

巻き戻しにより詳しく調査することができる． 

 銀色の背景の錠剤については，本システムで

は色を色相によりプロットしているために起き

る問題であった．そこで，彩度の値によるフィ

ルタリングを実装することで，可視化結果を見

やすくすることができた(図 6)．しかし，フィル

タリングにより非表示になった錠剤の中にも類

似したものや，彩度の低い銀色のもの同士での

比較も重要であると考えられるため，より良い

フィルタリングの実現が必要である． 

 

4  おわりに 

 本研究では文字パターンの類似性の検出，定

量化手法とパッケージの類似性の可視化手法を

提案した．本手法により主観に近い類似度の計

算や，類似したパッケージの探しやすい可視化

を実現することができた． 

 今後の課題として，銀色の背景を持つ錠剤の

可視化手法の改善などが挙げられる．また，作

成した可視化システムのユーザテストなどを行

う必要もある． 
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図 2．安本らの手法の流れ 

 

 
図 3．計算時間の平均値 

 

 
図 4．最適解との類似度の差の平均値 

 

 
図 5．作成した可視化システム 

 

 
図 6．図 5 をフィルタリングした結果 
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